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左 / 知識のない状態からアプリを作れるようになるまで短期でのトレーニングを行うス
パルタキャンプの様子 右 / 日本初の商業用地熱発電所の松川地熱発電所

起
業
家
が
集
う

八
幡
平
市
の
魅
力

地
熱
発
電
の
ま
ち

八
幡
平
市
の
ビ
ジ
ョ
ン

５
万
円
か
ら
50
万
円
に

出
生
祝
金
を
増
額

1962年生まれ、八幡平市出身。西根町職員、八幡
平市職員、八幡平市副市長を経て昨年10月に八幡
平市市長に就任。「誠意は人の道なり、全ての仕事
に心をこめて」を座右の銘に、市民の生の声と向
き合う。趣味は、旅行とドライブ。突然の暴風雨
に見舞われ、テントが飛ばされそうになった下北
半島・脇野沢での家族キャンプが一番の思い出

人・夢・未
来
を
育
む

人・夢・未
来
を
育
む

八
幡
平
市

八
幡
平
市

　
旧
西
根
町
、
松
尾
村
、
安

代
町
の
３
町
村
が
合
併
し
、

２
０
０
５
年
に
誕
生
し
た
八
幡

平
市
。
こ
の
冬
、日
本
中
が
歓

喜
に
沸
い
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
、小
林
陵
侑

選
手
、永
井
秀
昭
選
手
の
出
身

地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
８
月
に
は
、英
国
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル「
ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
安
比
ジ
ャ
パ
ン
」

（
以
下
、ハ
ロ
ウ
安
比
校
）が
開

校
予
定
で
す
。
安
比
エ
リ
ア
の

国
際
化
を
図
り
、将
来
的
に
は

定
住
者
1
万
人
を
目
指
す「
安

比
バ
レ
ー
構
想
」も
動
き
出
し

ま
し
た
。

「
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、市
政
開
始
か
ら
の
17

年
間
で
人
口
は
７
０
０
０
人
以

上
減
っ
て
い
ま
す（
令
和
４
年

３
月
31
日
現
在
約
２
４
１
７
６

人
）」と
話
す
の
は
、八
幡
平
市

の
佐
々
木
孝
弘
市
長
。
全
国
の

過
疎
地
と
同
様
に
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
が
長
年
の
課

題
と
な
る
な
か
、２
０
１
５
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
合
宿「
ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン

プ
」が
成
果
を
上
げ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

「
全
く
知
識
の
な
い
状
態
か
ら

ア
プ
リ
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
、受
講
料
も
宿
泊
費
も
無

料
で
３
カ
月
間
ト
レ
ー
ニ
ン

八
幡
平
市
市
長

八
幡
平
市
市
長

佐
々
木
佐
々
木 

孝
弘
孝
弘 

さ
ん（
さ
ん（
6060
）） グ

を
行
い
ま
す
」と
佐
々
木
市

長
。さ
ら
に
、「
八
幡
平
市
起
業

家
支
援
セ
ン
タ
ーStartup 

Core

」を
５
年
間
無
償
で
貸

し
出
す
な
ど
、起
業
し
や
す
い

環
境
を
整
備
し
た
結
果
、ア
プ

リ
開
発
に
限
ら
ず
こ
れ
ま
で
に

10
社
以
上
が
起
業
。
ハ
ワ
イ
か

ら「
ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
」に

参
加
し
、八
幡
平
市
で
起
業
し

た
方
も
い
ま
す
。
起
業
家
同
士

の
交
流
が
良
い
循
環
と
な
り
、

「
ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
」開
始
の

　
八
幡
平
市
に
は
、日
本
初
の

商
業
用
地
熱
発
電
所
「
松
川

地
熱
発
電
所
」
が
あ
り
ま
す
。

１
９
６
６
年
の
運
転
開
始
以
来
、

50
年
以
上
に
わ
た
り
電
力
を
供

給
。
発
電
所
か
ら
噴
出
す
る
蒸

気
と
水
を
掛
け
合
わ
せ
た
温
泉

は
、八
幡
平
温
泉
郷
の
ホ
テ
ル

や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、福
祉
施
設
や

医
療
機
関
、農
業
用
ハ
ウ
ス
な

ど
に
供
給
さ
れ
、地
域
の
振
興

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
に
は
市
内
２
カ
所

目
と
な
る
「
松
尾
八
幡
平
地
熱

発
電
所
」
が
稼
働
、２
０
２
４

年
に
は
３
カ
所
目
の
「
安
比
地

熱
発
電
所（
仮
称
）」
が
運
転
開

始
予
定
で
す
。

「
４
カ
所
目
の
地
熱
発
電
所

開
設
に
向
け
て
の
準
備
も
進
行

中
で
す
。
将
来
的
に
は
、地
域

電
力
会
社
を
設
立
し
、地
域
へ

の
ク
リ
ー
ン
な
電
力
供
給
を
進

め
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

目
指
し
ま
す
」
と
佐
々
木
市
長
。

大
き
な
地
震
が
き
て
も
停
電
し

な
い
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

に
積
極
的
な
企
業
の
誘
致
な
ど
、

地
熱
発
電
の
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ

描
く
こ
と
の
で
き
る
未
来
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、働
き
方
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
肢
も
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。岩
手
山
、

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
、八

幡
平
温
泉
郷
、安
比
高
原
な
ど
、

観
光
資
源
も
豊
富
な
八
幡
平

市
。
自
分
ら
し
さ
を
体
現
で
き

る
場
所
と
し
て
、今
後
ま
す
ま

す
熱
い
視
線
が
注
が
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

え
て
い
る
」
と
佐
々
木
市
長
。八

幡
平
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、国

際
色
豊
か
な
文
化
や
言
語
に
触

れ
る
機
会
も
広
が
り
そ
う
で
す
。

　
八
幡
平
市
で
は
、今
年
度
か

ら
新
し
い
出
生
祝
金
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、第
２

子
以
降
に
５
万
円
を
支
給
し
て

い
ま
し
た
が
、第
１
子
か
ら
所

得
制
限
な
し
で
50
万
円
に
変
更

し
ま
し
た
。

「
他
で
は
や
ら
な
い
こ
と
を

や
ろ
う
と
大
幅
に
増
額
し
、４

月
に
生
ま
れ
た
双
子
の
赤
ち
ゃ

ん
に
は
100
万
円
の
お
祝
い
金

を
お
渡
し
し
ま
し
た
」
と
話

す
佐
々
木
市
長
。公
立
保
育
園

の
再
編
に
よ
り
待
機
児
童
ゼ
ロ

（
２
０
２
２
年
４
月
１
日
現
在
）

を
実
現
し
た
ほ
か
、学
童
保
育

の
無
償
化
、高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
医
療
費
の
完
全
無
償
化
な

ど
、子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、ゆ
と
り
を
持
っ

て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
ハ
ロ
ウ
安
比
校
」
と

の
交
流
に
も
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
ハ
ロ

ウ
安
比
校
を
訪
れ
、ハ
ロ
ウ
安
比

校
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
入

り
込
む
よ
う
な
相
互
交
流
を
考

２
年
後
か
ら
、移
住
人
口
の
増

加
傾
向
が
継
続
し
て
い
ま
す
。



【 6 月号 】 2022 年 5 月 22 日（日）（2）大 人のための情報 紙 シニアズ
ほうれん草やリンドウ、安比塗り、ドラゴンアイなど全国ほうれん草やリンドウ、安比塗り、ドラゴンアイなど全国
に誇れる特産品や観光スポットが豊富にある八幡平市。そに誇れる特産品や観光スポットが豊富にある八幡平市。そ
んな八幡平市の魅力を厳選してご紹介！気になった情報はんな八幡平市の魅力を厳選してご紹介！気になった情報は
QRコードからシニアズ企画特設サイトで詳しくみることQRコードからシニアズ企画特設サイトで詳しくみること
ができます！ができます！

シニアズ企画シニアズ企画
特設サイト開設！特設サイト開設！

気になった情報をより詳しく気になった情報をより詳しく
ご紹介しています！ご紹介しています！
要チェックです！要チェックです！

シニアズ企画シニアズ企画
特設サイト特設サイトはこちら！はこちら！

　雄大な岩手山を目の前に、八幡平温泉（マグ
マの湯）を源泉とした自然を感じる露天風呂が
人気。さらに肉屋直営の高品質なお肉をはじめ、
四季折々の旬な味覚が楽しめます。また、温泉
付特別室「別館姫神」もあります。ホテルの敷
地内にテニスやパターゴルフなどさまざまな
アクティビティも楽しめるので、家族で八幡平
の魅力を満喫できます。

　八幡平市安代地区を含む北東北一帯には、縄
文時代からウルシの木が多く自生し、日本有数
の漆の産地として透明度・発色・硬度に優れた生
漆を産出しています。安比塗漆器工房では、漆
器作りの伝統を継承しながら、現代に合った器
を制作。温もりと丈夫さが特徴の「安比塗」の魅
力を広めています。安比塗の絵付け体験も好評
で上品な漆の色合いと艶に心がときめきます。

　静流閣の温泉は地殻変動などで地中に閉じこ
められた太古の海水が源泉で、塩分濃度が海水の
約2倍。天然ミネラルが凝縮され、デトックス効
果や冷えの改善が期待できます。料理もおすすめ
で、安比無農薬栽培のまいたけで作る炊き込みご
飯は大人気。まいたけの風味が食欲をそそります。
八幡平市の豆腐店、ふうせつ花の寄せ豆腐など地
元食材満載で八幡平市の魅力が満喫できます。

　冷涼で自然豊かな八幡平市。北舘製麺では
厳選された良質な玄そば(殻つきのそばの実)
を使い、新鮮なおいしさを保つため１年を通
し15℃以下の低温倉庫で玄そばを保管。そば
粉はそばづくりに合わせて石臼で製粉し、風
味を維持しながらじっくりと麺に仕上げてい
ます。食品安全国際規格ISO22000認証取得
企業ですので安心安全なそばが堪能できます。

八幡平の大自然で
豊富なサービスを満喫！

八幡平市の上質な漆を生かした
伝統工芸品

女将のおすすめ！
安比の食材が満載の和食膳

安心安全で風味豊かな
八幡平市自慢のおそば

八幡平市松尾寄木1-590-4 TEL 0195-78-2121八幡平市叺田43-1  TEL 0195-72-2110八幡平市叺田176-1   TEL 0195-72-2748 八幡平市叺田230-1  TEL 0195-63-1065

◆ワンちゃんも宿泊できる「DOG１」もあり！
子どもも楽しめる夏休みのイベントも盛りだくさん♪

◆和室2名一室利用（消費税・入湯税込）
平日通常12,800円→7,800円(5/31まで)

 さらにお土産や飲食に使えるクーポンがお1人様2,000円付き

◆直営店「北の蕎麦屋」も元気に営業中！
 打ち立てのおそばを、ゆっくり味わってください。

◆箸の絵付け体験実施中！
 最小人数2人～でお申し込みください。

八幡平ハイツ安比塗漆器工房新安比温泉 静流閣株式会社  北舘製麺

5月31日まで5月31日まで

いわて旅いわて旅応援応援
プロジェクトプロジェクト対象対象

６月以降については６月以降については
お問い合わせお問い合わせ
ください。ください。

5月31日まで5月31日まで

いわて旅いわて旅応援応援
プロジェクトプロジェクト対象対象

６月以降については６月以降については
お問い合わせお問い合わせ
ください。ください。

Apple WatchやiPhoneで
家族の安心みまもり

八幡平市内の医療体制や高齢者見守り体制が無
理なく効率的に継続できるよう社会実装や人材
育成を行っているプロジェクト。プロジェクトの
一環として八幡平市田山地区で、AppleWatch
を使った見守りサービス「Hachi」のモニター実
証や取得されるバイタルデータを活用し、〝もし
もの発見〞や健康管理が行われています。

【モニター情報/計16名】
◆田山地区にお住まいの方 ◆72～95歳（平均78歳） ◆男性：女性=6 : 9

AppleWatchを装着した方の「安心」と「健康」を
見守るサービス。バイタルデータや位置情報の確認、
万が一の時にはSOS発信機能もついており、離れ
ていても健康状態を確認できるアプリサービスです。

八幡平市メディテック
バレーコンソーシアム 

提携

・サンプル貸し出し、お試し利用OK  
・ 登録完了メール受信後から14日間、利用料無料 

・月額858円（税込）
 法人利用も可能。金額等
 お問い合わせください。

見守りアプリHachi（ハチ）とは？

八幡平市メディテックバレー
プロジェクトとは？

Q.どうしてHachiの利用を
 継続しているのですか？

「安心だから」「ペットだから」「楽しいから」「安心だから」「ペットだから」「楽しいから」
Hachiを毎日世話をしている気分になったりHachiを毎日世話をしている気分になったり

孫との会話のキッカケに！孫との会話のキッカケに！

・着けているだけで安心だから

・AppleWatchで健康リングや
 歩数を見ることが楽しい

・孫がHachiを気にかけてくれる

・愛犬だから世話をしてあげなきゃ！と思うから

Q.Hachiが有料になっても
 使い続けたいですか？
・もうHachiは離せない

・お金は掛かっても着けた時の安心感が違う（本人）

・これが無かったら不便だし血圧を測り
  忘れてしまう（本人）

・母の安否がわかるし、連絡がつくようになったから
 非常に助かっている（娘）

ないと不便、もしもの時の安心感がないと不便、もしもの時の安心感が全然違う全然違う
など、など、Hachiの信頼度の高さがHachiの信頼度の高さが立証！立証！

Q.Hachiを使って気持ちの変化は？

・もしもの時の安心！

・まさかこんな便利なものだとは
 思わなかった!

・健康状態を先生に見られていると
 思うからちゃんと血圧を測る
 ようになった

誰かに見守ってもらえている誰かに見守ってもらえている
という意識が歩数を稼いだり、血圧を測るように！という意識が歩数を稼いだり、血圧を測るように！

・最新機器を使う自信がない 
・難しそう
・新しいものは覚えられない

AppleWatchの使用にAppleWatchの使用に

自信が無い自信が無い
という声が多数。という声が多数。

今なら

116名中16名6名中16名がが

有料でも使い続けたい有料でも使い続けたいと回答！と回答！

八幡平市で実際に利用中のモニターさんに八幡平市で実際に利用中のモニターさんに
常勤医不在の
八幡平市

田山診療所を
核にサービス実装を開始！

離れていても、近くにいるような安心感！

導入から運用までしっかりサポート!

使ってみると使ってみると

「Hachi」「Hachi」のの感想感想を聞きました!を聞きました!

詳しくはHPに詳しくはHPに
アクセス！アクセス！



大 人 の た め の 情 報 紙  シ ニ ア ズ（3）2022 年 5 月 22 日（日）【 6 月号 】

（公社）日本山岳会岩手支部
支部長 /阿部陽子
IBCラジオ放送
「いわての山トレッキング
ガイド」(毎週土曜日6:45〜7：00)
に出演中

　
岩
手
は
山
の
大
地
で
あ
る
。

山
域
の
3/4
の
面
積
を
有
す
る
北

上
山
地
に
は
、天
然
の
草
原
が

点
在
し
て
い
る
。「
か
ぬ
か
平て

い

の
山
々
」(佐
藤
敏
彦
監
修
)に

よ
れ
ば
、古
く
は
馬
を
放
牧
し

て
お
り
、何ど

処こ

ど
こ
の「
か
ぬ

か
平
」と
か「
野
芝
の
か
ぬ
か
」

な
ど
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
だ

と
い
う
。

は
、一
等
三
角
点
を
設
置
し
た

ピ
ー
ク
で
あ
る
。
国
道
281
号
の

高こ
う

家け

領ろ
う

か
ら
車
で
袖
山
高
原
へ

向
か
う
。
駐
車
場
か
ら
や
や
下

り
気
味
に
進
む
と
、見
晴
ら
し

の
き
く
安
家
平
だ
。
こ
の
先
、

牧
野
を
ゆ
る
や
か
に
登
っ
て
行

く
の
だ
が
、牛
は
想
像
以
上
に

巨
漢
で
あ
る
。「
ヒ
ト
は
襲
わ

な
い
」と
聞
い
て
い
た
が
、の
っ

さぁ、緑風のなかを牛のように歩いて安家森へ向かおう。
左の稜線は遠別岳。二山とも縦走路の立役者である

「かぬか平」って何？
し
の
っ
し
と
接
近
さ

れ
る
と
、五
臓
六
腑

の
ど
っ
か
で
プ
ル
プ

ル
怖お

じ
け気

づ
く
の
だ
っ

た
。
さ
す
が
一
等
の

頂
だ
。
北
上
山
地
の

峰
々
を
ぐ
る
り
と
見

渡
す
。

　
再
び
縦
走
路
に
も

ど
っ
て
北
上
す
れ
ば
、

標
高
１
１
２
７ｍ
の

オ
ビ
ラ
キ
に
着
く
。

さ
ら
に
１
２
３
５

ｍ
の
遠
別
岳
を
登

り
、次
峰
台
～
ジ
ョ

ウ
ロ
イ
台
と
つ
な
ぎ
、

１
０
５
８
ｍ
の
平
庭

岳
を
乗
越
し
て
富
士

見
平
へ
。
休
憩
を
含

め
て
５
時
間
、至
る

と
こ
ろ
で
舞
台
装
置
の
よ
う
な

雲
上
展
望
が
開
く
の
で
、で
き

第
32
回  

安あ

っ

か家
森も

り  

１
２
３
９ 

m

　
葛
巻
町
、久
慈
市
、

岩
泉
町
に
ま
た
が
る

「
か
ぬ
か
平
」
も
そ

の
一
つ
だ
。
袖
山
高

原
の
安
家
森
か
ら
平

庭
高
原
の
平
庭
岳
ま

で
、約
９
㎞
の
縦
走

路
が
続
い
て
い
る
。

登
山
口
は
南
と
北
の

二
カ
所
、ど
ち
ら
に

も
ト
イ
レ
と
駐
車

場
が
あ
る
。
激
し
い

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
難

所
が
あ
る
わ
け
で
も

な
い
。
お
花
畑
に
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
歩

く
。
白
地
に
黒
文
字

の
看
板
が
、程
よ
く

ハ
イ
カ
ー
を
導
い
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。

　
岩
泉
町
の
西
端
に
そ
び
え
る

標
高
１
２
３
９
ｍ
の
安
家
森

平
金
商
店
の
文
具
博
士

　
５
月
は
祝
日
が
多
く
、記
念

日
が
続
き
ま
し
た
が
、実
は
文

房
具
の
記
念
日
も
５
月
に
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

鎌
田
店
長

鉛
筆
豆
知
識
い
ろ
い
ろ

５
月
２
日
は「
え
ん
ぴ
つ
記
念

日
」と
言
わ
れ
て
お
り
、
明
治

19
年
５
月
２
日
に
日
本
初
の
鉛

筆
の
工
場
生
産
が
始
ま
っ
た
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。
今
回
は
、

鉛
筆
の
雑
学
を
い
く
つ
か
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、「
え
ん
ぴ
つ
」の「
え

ん
」で
す
が
、
芯
の
素
材
の
黒

鉛
か
ら
き
て
い
ま
す
。歴
史
を

さ
か
の
ぼ
る
と
黒
鉛
を
細
か
く

刻
ん
だ
り
棒
状
に
し
た
も
の
や

糸
に
巻
き
付
け
た
り
板
状
の
も

の
に
挟
ん
で
書
い
た
も
の
な
ど

今
の
鉛
筆
の
原
型
に
な
る
物
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
は
、

芯
の
周
り
が
木
で
囲
わ
れ
て

お
り
、握
り
方
を
覚
え
る
た
め

の
三
角
軸
、持
ち
や
す
い
六
角

軸
、芯
が
片
減
り
し
な
い
よ
う

に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
回
し
な
が
ら

使
え
る
丸
軸
と
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。

　
１
本
で
書
く
こ
と
が
で
き
る

距
離
は
、フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
よ
り

も
長
い
約
50
㎞(

※
芯
を
削
ら

な
い
状
態
で
線
を
引
き
続
け
た

場
合)

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
は
1
本
60

㎜
の
長
さ
で
約
200
～
250
ｍ
、油

性
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
約
300
～
1300
ｍ

く
ら
い
の
使
用
が
可
能
だ
そ
う

で
す
。削
る
手
間
は
か
か
り
ま

す
が
、筆
記
で
き
る
距
離
は
抜

群
に
長
い
こ
と
が
伝
わ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
鉛
筆
を
使
用
す
る
試
験
に
、

マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
が
あ
り
ま

丸軸、三角軸、六角軸と形もさまざま

鉛筆の形によって削りカスの形も異なります

　
私
は
ス
マ
ホ
講
座
の
な
か

で
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」

と
い
う
質
問
を
、必
ず
と
言
っ

と
は
何
か
、ど
う
い
う
も
の
か

説
明
が
で
き
る
人
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
」と
尋
ね
る
と
、

皆
さ
ん
静
か
に
手
を
下
ろ
し
ま

す
。こ
れ
で
お
わ
か
り
の
通
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
単
語

は
、意
味
を
説
明
で
き
な
く
て

て
い
い
ほ
ど
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
投

げ
か
け
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
手
を

挙
げ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
が

講
座
を
始
め
た
頃

は「
ま
っ
た
く
知

ら
な
い
よ
」と
い

う
方
も
多
か
っ
た

の
で
時
代
の
流
れ

に
驚
き
で
す
。

　
続
け
て
、
手
を

挙
げ
て
い
る
人
に

向
け
て「
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
皆
さ
ん
の
生
活
に
す
で
に
溶

け
込
ん
で
い
る
言
葉
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。単
語
の

意
味
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、大

丈
夫
で
す
。こ
れ
か
ら
一
緒
に

使
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
私
が
思
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
は
、「
自
分
自
身
に
と
っ

シニアに向けてのスマホ講座②

インターネットってなんだろう

安 城 亜 美
あんじょう つぐみ

一般社団法人トナ
リノの企画部、シ
ニア向けのデジタ
ルの講座を担当。

好きなことは旅行。保育園児の息子
と温泉地を回ることが楽しみ。県内
のすてきな場所も教えてくださいね

「一般社団法人トナリノ」は
陸前高田市に拠点がある団
体で、県内各地でスマホや、
パソコンの講座をしており
ます。今回はこのシニアズ
のなかでスマホ講座を展開
させていただきます。

とは私たち

る
だ
け
ス
カ
ッ
と

晴
れ
た
日
を
選
ん

で
ほ
し
い
と
思

う
。

　
逆
に
、県
道
29

号
の
つ
つ
じ
ヶ
丘

駐
車
場
か
ら
南
下

す
る
場
合
で
も
、

回
送
用
の
車
を
下

山
地
点
に
デ
ポ
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
何
処
で
何
を
見
た
か
っ
て
。

い
ち
い
ち
の
種
あ
か
し
は
ヤ

ボ
と
い
う
も
の
、四
季
を
彩
る

山
野
草
、山
座
同
定
、野
田
の

海
…
と
、お
楽
し
み
は
自
ら
の

足
で
よ
し
な
に
。

て
興
味
・
関
心

の
あ
る
す
べ
て

の
事
柄
を
調
べ

ら
れ
る
便
利
な

も
の
」と
説
明
を

し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ス
マ
ホ

に
は
、Google

（
グ
ー
グ
ル
）
や

Yahoo!
（

ヤ

フ
ー
）と
い
わ
れ

る
ア
プ
リ
は
入
っ

て
い
ま
す
か
。
ア

イ
コ
ン
を
押
し

て
開
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
虫
眼

鏡
の
マ
ー
ク（

）
が
あ
る
の
で
、

指
で
押
す
と
文

字
が
入
力
で
き

ま
す
。
そ
ち
ら
に

「
ト
ナ
リ
ノ

　
陸

前
高
田
」と
入
力

を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
単
語
と
単

語
の
間
に
は
、
ス

ペ
ー
ス
と
い
わ
れ

る
空
白
も
入
力
し
ま
す
。す
る

と
結
果
と
し
て
、私
が
所
属
す

る
法
人
に
つ
い
て
の
情
報
が
出

て
き
ま
す
。知
り
た
い
こ
と
を

な
ん
で
も
入
力
す
る
と
、ま
る

で
友
だ
ち
の
よ
う
に
教
え
て

く
れ
ま
す
。
ほ
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
み
た
く
な
っ

て
き
ま
せ
ん
か
。

　
次
回
は
、
よ
り
詳
し
く「
検

索
方
法
」に
つ
い
て
学
ん
で
い

き
ま
す
よ
。
ゆ
っ
く
り
、
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
。

困りごと解決の困りごと解決の
落とし穴落とし穴

思わぬ高額請求や作業内容

　
生
活
で
の
困
り
ご
と
を
解
決

し
て
く
れ
る「
暮
ら
し
の
レ
ス

キ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
」。
ト
イ
レ

や
配
管
の
修
理
、鍵
の
修
理・

交
換
、害
獣
退
治
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

が
近
年
、事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ト
イ
レ
が
詰

ま
り
、『
390
円
～
』と
い
う
広
告

を
見
て
電
話
し
た
。
作
業

員
が
来
た
が
便
器
を
外
し

て
排
水
管
を
見
る
の
で
、

３
万
円
か
か
る
と
言
わ
れ

了
承
し
た
。
す
る
と
汚
れ

が
蓄
積
し
て
詰
ま
っ
て
い

る
、通
貫
作
業
で
20
万
円
、

さ
ら
に
再
発
防
止
の
た
め

の
薬
剤
と
特
殊
な
機
械
の

清
掃
で
15
万
円
と
言
わ
れ

最
終
的
に
55
万
円
の
契
約

す
。
所
説
あ
り
ま
す
が
、
人
間

は
焦
っ
た
り
緊
張
し
た
り
す

る
と
筆
圧
が
強
く
な
る
た
め
、

シ
ャ
ー
プ
芯
に
比
べ
て
折
れ
に

く
い
鉛
筆
が
多
く
使
わ
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の

他
マ
ー
ク
を
塗
り
つ
ぶ
す
の
に

シ
ャ
ー
プ
芯
よ
り
時
間
が
か
か

ら
な
い
点
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
鉛
筆
の
削
り
カ
ス

を
た
だ
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。

削
り
カ
ス
を
嗅
い
で
み
る
と
木

の
香
り
が
ほ
の
か
に
し
ま
す
。

鉛
筆
に
よ
っ
て
香
り
も
少
し
異

な
る
の
で
香
り
の
違
い
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
削
る
際
に
は
、
手
の
ひ
ら

サ
イ
ズ
の
削
り
器
が
お
す
す
め

で
す
。

平
金
商
店
パ
ス
テ
ル
館

盛
岡
市
肴
町
８-

18

（
肴
町
ア
ー
ケ
ー
ド
南
側
）

☎️
０
１
９（
６
５
２
）２
８
８
１

書
を
渡
さ
れ
た
。
了
承
し
、そ

の
場
で
支
払
っ
た
が
よ
く
考
え

る
と
高
額
で
納
得
で
き
な
い
」、

「
自
宅
の
鍵
を
紛
失
し
、サ
イ

ト
で『
最
も
高
額
な
作
業
で
も

８
千
円
～
』と
見
て
電
話
し
た
。

作
業
員
か
ら
特
殊
な
鍵
だ
か
ら

解
錠
で
８
万
円
、シ
リ
ン
ダ
ー

交
換
で
２
万
円
か
か
る
と
言
わ

れ
た
。
本
当
に
シ
リ
ン
ダ
ー
交

換
が
必
要
か
尋
ね
る
と『
個
人

情
報
を
把
握
し
て
い
る
』と
脅

さ
れ
、怖
く
な
り
承
諾
し
支
払

い
も
し
て
し
ま
っ
た
」な
ど
予

想
と
違
う
作
業
や
金
額
を
提
示

さ
れ
困
惑
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
で
す
。

　
作
業
は
現
場
の
状
況
で
変
わ

り
ま
す
。
広
告
や
電
話
で
の
説

明
通
り
の
料
金
と
は
限
ら
な
い

の
で
広
告
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
安

価
な
価
格
に
飛
び
つ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
緊
急

を
要
し
見
積
も
り
を
と
る
時
間

が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
事

前
に
信
頼
で
き
る
事
業
者
を
調

べ
て
お
き
、緊
急
時
の
相
談
先

を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
金
額
や
作
業
内
容
に
納

得
で
き
な
い
場
合
は
作
業
を
断

る
な
ど
、そ
の
場
で
の
支
払
い

は
断
り
ま
し
ょ
う
。
他
に
も
不

安
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
き
は

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン(

電
話

１
８
８)

へ
。



【 6 月号 】 2022 年 5 月 22 日（日）（4）大 人 の た め の 情 報 紙  シ ニ ア ズ

慢
性
腎
臓
病
の
予
防「
塩
分
」

― 
減
少
傾
向
だ
が
、ま
だ
ま
だ
多
い
塩
分
摂
取 

―

　
生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
や
高

血
圧
、肥
満
な
ど
）や
腎
臓
の

病
気（
腎
炎・
腎
症
な
ど
）、加

齢
な
ど
が
原
因
と
し
て
起
こ
る

慢
性
腎
臓
病
。
シ
ニ
ア
ズ
の
医

療
通
信
欄
に
、腎
臓
の
働
き
～

透
析
導
入
ま
で
６
回
シ
リ
ー
ズ

で
詳
し
く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

成
人
の
８
人
に
１
人
が
慢
性
腎

臓
病
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
お

り
、改
め
て
、食
生
活
を
見
直

す
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
人
も

い
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
慢

性
腎
臓
病
の
予
防
や
食
事
療
法

で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る「
塩

分
」を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。　

〝
食
べ
た
気
が
し
な
い
〟

ま
だ
ま
だ
多
い
塩
分
摂
取

腎
臓
を
守
る
た
め
の

第
一
歩
、
減
塩

　
あ
る
女
性
の
患
者
さ
ん
に
、

「
病
院
の
食
事
は
全
部
食
べ
て

も
、食
べ
た
気
が
し
な
い
。
た

く
あ
ん
の
１
切
れ
で
も
あ
れ
ば
、

あ
～
、食
べ
た
～
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
」と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
減
塩

食
は
塩
分
が
７
ｇ
で
し
た
が
、

食
べ
慣
れ
た
漬
物
が
な
い
こ
と

が
、〝
食
べ
た
気
が
し
な
い
〟と

い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
ま
し

た
。
実
は
こ
の〝
食
べ
た
気
が

し
な
い
〟と
い
う
気
持
ち
や
感

覚
が
、減
塩
が
必
要
と
わ
か
っ

て
い
て
も
、長
年
の
習
慣
を
変

え
ら
れ
な
い
要
因
の
一
つ
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
減
塩
活
動
の
普
及
で
塩
分
の

摂
取
状
況
は
減
少
傾
向
に
あ
り

　
私
た
ち
の
体
の
60
％
は
水
分

で
す
が
、そ
の
体
液
量
の
調
節

に
最
も
関
係
し
て
い

る
の
が
塩
分（
ナ
ト

リ
ウ
ム
）で
す
。
例

え
ば
、ラ
ー
メ
ン
は

汁
を
残
し
て
食
べ
た

と
し
て
も
、３
ｇ
く

ら
い
の
塩
分
が
体
に

内
田
朝
雄
の
巻

文 

山
田 

裕
幸

第三五回

　
き
れ
い
に
、そ
し
て
見
事
に

禿
げ
上
が
っ
た
オ
ツ
ム
、ほ
ほ

え
ん
で
も
決
し
て
目
が
笑
っ
て

い
る
こ
と
は
な
く
、眼
光
は
鋭

く
さ
え
あ
る
、油
断
な
ら
な
い

政
治
家
、
政
界
の
黒
幕
、
実
業

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

〈
作
り
方
〉

１ 

お
湯
を
沸
か
し
、わ
か
め
を

ゆ
で
る
。
色
が
変
わ
っ
た
ら
ザ

ル
に
上
げ
、水
気
を
切
る
。
茎

は
千
切
り
に
、葉
は
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
切
る
。

２ 

タ
マ
ネ
ギ
は
半
分
に
切
り
、

薄
く
ス
ラ
イ
ス
す
る
。

３ 

タ
マ
ネ
ギ
を
水
に
さ
ら
し
、

手
で
も
ん
で
辛
味
を
と
る
。
水

か
ら
上
げ
、ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

で
水
気
を
切
る
。

４ 

タ
マ
ネ
ギ
と
わ
か
め
を
ボ

ウ
ル
へ
入
れ
、す
し
酢
を
入
れ

て
和
え
る
。

５ 

ホ
ヤ
は
出
っ
張
り
の
部
分

を
切
り
落
と
し
、中
の
海
水
を

絞
っ
て
捨
て
る
。
縦
に
切
り
殻

か
ら
身
を
剥
が
し
て
黒
い
部
分

を
捨
て
る
。流
水
で
洗
い
、ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
で
水
気
を
切
る
。

６ 

ひ
と
口
大
に
切
っ
た
ホ
ヤ

と
キ
ム
チ
を
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て

和
え
、お
好
み
で
ご
ま
を
振
る
。

大
葉
や
レ
モ
ン
、ト
マ
ト
で
飾

り
つ
け
て
完
成
。

〈
ひ
と
言
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　
塩
分
が
気
に
な
る
方
は
、す

し
酢
を
穀
物
酢
に
変
え
て
も

ホ
ヤ
で
ミ
ネ
ラ
ル
摂
取

【第7回】ホヤの磯キムチ

健康健康
遊食屋Fuji Next遊食屋Fuji Next

藤原 和広さん藤原 和広さん

　
ホ
ヤ
は
鉄
分
、カ
リ
ウ
ム
な

ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
含
ま

れ
、低
カ
ロ
リ
ー
低
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
食
品
で
す
。
旬
の
生

ホ
ヤ
が
手
に
入
っ
た
ら
試
し
て

O
K
。
キ
ム
チ
の
塩
分
が
高
め

な
の
で
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

材 料（３〜４人分）

１食 約１食 約147kcal147kcal

ホヤ140g（剥きホヤでも可）、
生わかめ30g、タマネギ1/4
個、キムチ80g、すし酢（ま
ろやかな酢）15cc、ルビー
トマト（ミニトマトでも可）
3個、大葉1枚、レモンスラ
イス3枚、お好みでごま、万
能ネギ適量

意外と知らない
　
今
あ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を

デ
ジ
タ
ル
で
さ
ら
に
便
利
に
す

る
こ
と
が
Ｄ
Ｘ(

デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン)

化
。
今
回
は
読
書
の
Ｄ
Ｘ
、
本

の
感
想
や
要
旨
の
分
析
を
紹
介

し
ま
す
。

　
小
説
な
ど
文
学
作
品
の
電
子

書
籍
を
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
で
読
む
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。青
空
文
庫
と
い
う
無

料
サ
イ
ト
で
宮
沢
賢
治
や
石
川

啄
木
、高
村
光
太
郎
の
作
品
が

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。有
料
購

読
サ
イ
ト
で
は
雑
誌
、美
術
誌

を
購
読
す
る
こ
と
が
で
き
、自

宅
に
居
な
が
ら
読
書
や
作
品
鑑

賞
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。自
分
の
好
き
な
作
品
を
さ

ら
に
追
求
し
て
楽
し
み
た
い
と

き
に
は
、図
や
要
旨
文
で
分
析

し
可
視
化
し
て
く
れ
る
Ａ
Ｉ
を

使
う
と
い
う
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
今
時
期
の
岩
手
は
高
村
光
太

郎「
山
の
春
」が
ピ
ッ
タ
リ
で

す
。こ
の
作
品
の
文
を
ワ
ー
ド

ク
ラ
ウ
ド
と
い
う
Ａ
Ｉ
に
与
え

た
ら
図
の
よ
う
に
要
約
し
ま
し

た
。
こ
の
作
品
は
バ
ッ
ケ
、
ワ

ラ
ビ
、ツ
ラ
ラ
が
強
調
さ
れ
て

い
る
と
分
析
し
、画
面
中
心
に

大
文
字
で
表
示
さ
れ
ま
す
。さ

ら
に
３
行
に
要
約
す
る
Ａ
Ｉ
も

あ
り「
二
つ
、三
つ
、雪
の
間
の

地
面
に
バ
ッ
ケ
を
見
つ
け
た
時

の
よ
ろ
こ
び
は
毎
年
の
こ
と
な

が
ら
忘
ら
れ
な
い
。
ち
ゃ
ん
と

地
面
の
下
に
用
意
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、自
分
の
順
番
を
少
し

も
ま
ち
が
え
ず
に
働
き
は
じ
め

る
。
北
の
方
で
は
ラ
ッ
セ
ル
車

が
出
る
と
い
う
の
に
、南
の
方

で
は
桃
の
花
が
村
々
に
の
ど
か

に
咲
く
」と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
山
の
春
」は
皆
さ
ま
も
読
ん

だ
と
思
い
ま
す
が
Ａ
Ｉ
分
析
し

た
図
や
要
旨
を
眺
め
る
と
そ
う

い
う
話
だ
っ
た
か
な
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。東
京
育
ち
の
光

太
郎
は
、北
国
の
早
春
に
芽
吹

く
草
花
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
珍

し
く
、そ
の
心
象
を
表
し
た
作

品
だ
と
岩
手
県
民
は
想
像
す
る

の
で
す
が
、Ａ
Ｉ
は
そ
う
し
た

文
字
表
現
し
て
い
な
い
経
緯
は

考
慮
せ
ず
、ひ
た
す
ら
語
句
や

構
文
を
追
い
か
け
語
句
出
現
統

計
量
で
分
析
し
て
い
る
よ
う
で

す
。昔
読
ん
だ
短
編
作
品
を
Ａ

Ｉ
分
析
し
、私
だ
っ
た
ら
こ
の

作
品
は
こ
う
読
む
の
に
と
再
読

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

盛
岡
広
域
振
興
局 

産
業
振
興
室

Ｉ 

Ｔ
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

佐
藤
清
忠

【第11回  読書のDX化】

身近なIT技術

青空文庫「山の春」

「山の春」のキーワード。感情分析や入力した文を３行に要
約できるものもある

ワードクラウド

家
、
ヤ
ク
ザ
の

大
親
分
な
ど
を

演
じ
さ
せ
れ

ば
、
こ
の
人
の

右
に
出
る
俳
優

は
な
か
な
か
い

ま
せ
ん
。
教
育
者
の
役
な
ら
、

教
授
や
校
長
ク
ラ
ス
が
最
も

お
似
合
い
。
と
に
か
く
中
堅
、

下
っ
端
の
人
間
は
演
じ
さ
せ
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え

思
わ
れ
る
貫
禄
の
持
ち
主
。ま

こ
と
に
恐
れ
入
り
ま
す
。

　
抗
争
の
渦
中
で
片
っ
端
か
ら

人
が
死
ん
で
ゆ
く
、か
の
有
名

な『
仁
義
な
き
戦
い
』シ
リ
ー

ズ
で
の
こ
の
人
が
演
ず
る
大
久

保
賢
一
親
分
の
大
物
ぶ
り
も
大

し
た
も
の
で
、組
同
士
で
問
題

が
こ
じ
れ
れ
ば
、こ
こ
は
大
久

保
親
分
に
仲
裁
を
頼
も
う
と
願

わ
れ
る
実
に
ト
ク
な
役
回
り
。

「
き
っ
と
演
技
者
と
し
て
も
、そ

れ
な
り
の
人
徳
を
買
わ
れ
て
の

こ
と
な
ん
だ
ろ
う
な
」と
妙
に

納
得
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

演
劇
人
の
素
養
を
深
い
と
こ
ろ

か
ら
醸
し
出
す
人
で
し
た
。

　
日
本
海
軍
の
真
珠
湾
攻
撃
を

戦
闘
機
を
は
じ
め
徹
底
的
に

実
物
を
使
っ
て
描
い
た
日
米

合
作『
ト
ラ
、ト
ラ
、ト
ラ
』で

は
、軍
人
宰
相
東
条
英
機
の
役

を
振
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
、超

の
つ
く
大
作
に
ふ
さ
わ
し
い
押

し
出
し
を
買
わ
れ
て
の
こ
と
で

し
ょ
う（
製
作
者
は
分
か
っ
て

ら
し
ゃ
る
）。

　
演
技
に
は
、得
も
言
わ
れ
ぬ

説
得
力
が
あ
り
、現
代
劇
か
ら

時
代
劇
ま
で
こ
な
す
幅
の
広
さ

が
あ
り
ま
し
た
。宮
沢
賢
治
の

研
究
家
と
し
て
著
作
活
動
も
行

な
う
学
究
肌
の
人
で
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、い
く
つ
か
の
短
期

大
学
で
教
鞭
を

取
っ
て
も
い
ま
し

た
。
今
さ
ら
な
が

ら
受
講
し
た
か
っ

た
な
あ
と
思
う
私

で
す
。

　（
W
︲
B
経
営
創
発
研
究
所
）

入
り
ま
す
。
塩
は
水
を
引
き
寄

せ
る
力
が
あ
る
の
で
、３
ｇ
の

塩
分
を
取
る
と
、体
液
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
濃
度
を
0.8
％
に
す
る
た

め
に
、自
分
で
は
意
識
し
て
い

な
く
と
も
、最
低
で
も
375
㏄
の

水
を
飲
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、血
管
を

流
れ
る
血
液
量
が
増
加
し
、血

管
壁
に
か
か
る
圧
力
が
上
が
り
、

血
圧
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
す
。

血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、

動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、高

血
圧
、脳
梗
塞
、心
筋
梗
塞
な

ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
取
り
過
ぎ
た
余
計
な
塩
分
は

尿
中
に
排
泄
さ
れ
ま
す
が
、そ

の
た
め
に
は
腎
臓
が
一
生
懸
命

働
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、塩
分
の
取
り
過
ぎ

は
腎
臓
に
も
大
き
な
負
担
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

減
塩
を
意
識
し
た
食
事
を
す
る

ま
す
が
、60
歳
代
で
は
、男
性

11 

・ 

５
ｇ
、女
性
10
ｇ
の
摂
取

に
な
っ
て
い
ま
す（
令
和
元
年

国
民
栄
養
調
査
）。
こ
の
値
は

平
均
値
で
す
の
で
、ラ
ー
メ
ン

や
寿
司
、焼
き
肉
な
ど
で
塩
分

が
多
く
な
る
と
15
ｇ
以
上
に
も

な
り
ま
す
。
健
康
な
成
人
の
１

日
の
塩
分
目
安
量
は
男
性
7.5
ｇ

未
満
、女
性
6.5
ｇ
未
満
で
す
の

で
、塩
分
摂
取
量
は
減
少
傾
向

に
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、ま
だ

ま
だ
大
き
な
開
き
が
あ
る
状
況

で
す
。

　
慢
性
腎
臓
病
学
会
の
塩
分
目

標
は
３
ｇ
以
上
６
ｇ
未
満
と

な
っ
て
い
ま
す
。
腎
臓
を
守
る

た
め
に
は
、さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
減
塩
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
次
回
は
、塩
分
制
限
の
実
際

を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

管
理
栄
養
士

　
菊
池
洋
子
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皆
さ
ん「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
」と
い
う
言
葉
は
ご
存
じ
で

す
か
。「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う

言
葉
は
よ
く
耳
に
す
る
言
葉

と
な
り
、
そ
の
意
味
も
ご
存

じ
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
、

「Oral

＝
口
」
と「Frailty

＝
虚
弱
」を
合
わ
せ
た
造
語
で

あ
り
、「
口
の
フ
レ
イ
ル
」と
い

う
意
味
で
す
。口
腔
機
能
低
下

を
指
し
、老
化
現
象
の
一
つ
と

言
え
ま
す
。歯
や
口
の
働
き
が

衰
え
る
と
心
身
の
機
能
低
下

に
影
響
し
、フ
レ
イ
ル
の
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
か
ら
健
康

寿
命
に
大
き
く
関
係
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
の
症
状
は
些
細
な
も

の
な
の
で
、自
身
の
口
腔
機
能

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
気

が
付
き
に
く
い
も
の
で
す
。今

回
は
今
注
目
の
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
に
つ
い
て
、詳
し
く
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。　

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
初
期

段
階
で
み
ら
れ
や
す
い
の
は
、

咀
嚼
機
能
の
衰
え
で
す
。咀
嚼

と
は
食
物
を
噛
み
、唾
液
と
混

ぜ
合
わ
せ
て
、飲
み
込
め
る
状

態
に
す
る
ま
で
の
一
連
の
動
作

を
い
い
ま
す
。食
物
を
噛
む
力

が
衰
え
て
く
る
と
、硬
い
も
の

や
繊
維
の
多
い
食
物
が
食
べ

に
く
く
な
り
、食
べ
ら
れ
る
食

品
の
種
類
の
減
少
に
つ
な
が

り
ま
す
。そ
の
他
の
症
状
と
し

て
は
、
唇
、
頬
、
舌
の
力
が
弱

ま
り
、動
き
も
ぎ
こ
ち
な
く
な

り
、そ
の
結
果
、食
べ
こ
ぼ
す
、

物
が
口
に
残
る
、食
べ
物
を
飲

み
込
む
の
に
時
間
が
か
か
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
の
ど

の
力
が
低
下
す
る
と
、む
せ
た

り
物
が
喉
に
つ
っ
か
え
た
り
し

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
症
状
に
よ
っ

て
食
事
が
制
限
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
日
々
の
楽
し
み
が

失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、食
欲

の
減
退
、外
食
に
行
く
意
欲
の

減
少
、友
人
や
家
族
と
の
旅
行

や
長
時
間
の
外
出
を
控
え
る

い
わ
て
医
療
通
信
【
口
の
健
康
と
全
身
の
健
康
と
の
か
か
わ
り
】

３
．オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は

価
し
、機
能
低
下
を
予
防
す
る

た
め
に
、
舌
・
唇
・
の
ど
の
運

動
の
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
近
く
の
歯

科
医
院
に
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
次
回
は
、オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
が
進
ん
だ
先
の「
口
腔
機
能

低
下
症
」を
お
伝
え
し
ま
す
。

岩
手
医
科
大
学

　
歯
学
部

補
綴
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
講
座 

摂
食
嚥
下
口
腔

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
分
野

　
　
　
　 

小
林
琢
也

と
い
っ
た
行
動
の
変
化
が
起

き
ま
す
。オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

は
高
齢
者
の
Q
O
L
を
低
下

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、気
分
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。症
状

が
少
し
ず
つ
進
行
し
て
い
く

た
め
に
気
付
き
に
く
く
、問
題

と
し
て
意
識
さ
れ
に
く
い
の

で
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、自
分
の

口
腔
機
能
は
低
下
し
な
い
だ

ろ
う
と
考
え
が
ち
で
す
。で
す

が
、気
が
付
い
た
と
き
に
は
症

状
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
、簡

単
な
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。口
腔
機
能
を
定
期
的
に
評

　
桜
が
舞
う
と
、後
を
追
っ
て

競
う
か
の
よ
う
に
他
の
花
々
も

咲
き
始
め
ま
す
。
戸
外
で
過
ご

す
の
が
心
地
良
い
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
控
え
に

よ
っ
て
筋
力
が
衰
え
て
い
ま
せ

ん
か
?
歩
く
の
が
大
変
に
な
っ

て
、タ
ク
シ
ー
で
ご
来
店
さ
れ

る
お
客
さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
家
に
閉

じ
こ
も
り
や
す

く
な
り
外
出
が

億
劫
に
な
る

と
、体
を
動
か

す
機
会
は
減
っ

て
し
ま
い
ま

す
。「
億
劫
」と
い
う
字
を
よ
く

見
る
と「
人
の
意
と
力
が
去
る
」

よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
の
解
釈

は
自
己
流
で
す
が
、体
を
動
か

さ
な
い
と
心
身
が
衰
え
て
い
く

こ
と
は
確
か
で
す
。

　
最
近
、健
康
に
関
す
る
言
葉

で〝
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
〟や〝
フ
レ

イ
ル
〟、〝
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
〟な
ど
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
加
齢

に
よ
る
筋
肉
量
減
少
の
こ
と
で
、

40
代
か
ら
少
し
ず
つ
減
少
し
て

70
歳
を
過
ぎ
る
と「
手
足
が
細

く
な
る
」「
重
い
も
の
が
持
て
な

い
」な
ど
の
自
覚
症
状
が
出
て

き
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
加
齢
と
と
も
に

心
身
の
活
力
(運
動
機
能
や
認

知
機
能
)が
低
下
し
、
慢
性
疾

患
な
ど
も
合
わ
さ
っ
て
、生
活

機
能
が
障
害
さ
れ
て
心
身
の
脆

弱
性
が
出
現
し
た
状
態
で
す
が
、

適
切
な
処
置
や
支
援
に
よ
っ
て

生
活
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
フ
レ
イ
ル
を

経
て
要
介
護
の
状
態
に
進
む
と

考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、フ
レ

イ
ル
の
予
防
や
改
善
が
要
介
護

の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
は
運
動
器
(骨
・
筋
肉
・
関

節・
靭
帯・
腱・
神
経
な
ど
)の

障
害
の
た
め
移
動
が
困
難
に

な
っ
た
状
態
で
す
。

　
平
均
寿
命
は
長
く
て
も
、健

康
寿
命
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
の

が
日
本
の
問
題
点
と
言
わ
れ
ま

す
。
体
を
動
か
す
た
め
の
運
動

器
の
機
能
維
持
が
健
康
寿
命
を

長
く
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、日
頃
か
ら
こ
ま
め

な
運
動
を
欠
か
さ
ず
に
い
た
い

も
の
で
す
。

　
ま
た
最
近
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
際
に
足
か
ら

伝
わ
る
衝
撃
が
脳
機
能
に
も
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
運
動
に
よ
り
頭
部
に
伝

わ
る
適
度
な
衝
撃
が
脳
内
の
組

織
液
を
動
か
し
て
神
経
細
胞
に

物
理
的
な
刺
激
を
加
え
ま
す
。

す
る
と
神
経
細
胞
の
タ
ン
パ
ク

身
体
機
能・脳
機
能
を
向
上

質
に
良
い
影
響
を
与
え
て
脳
機

能
が
維
持・
調
節
さ
れ
る
の
だ

そ
う
で
す
。

　
季
節
も
良
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
な
ど
に
よ
っ
て
、冬
の
間

に
眠
っ
て
い
た
筋
肉・
靭
帯・

腱・
関
節
な
ど
を
戸
外
で
動
か

す
こ
と
で
、身
体
機
能
も
脳
機

能
も
健
全
に
導
か
れ
ま
す
。
人

も〝
動
く
物
〟、動
物
で
す
。
で

き
る
限
り
身
体
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
筋
肉・
骨・
関
節
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
す
る「
ア
ミ
ノ
酸
製
剤
」

「
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
」「
ト
リ
ペ
プ

チ
ド
コ
ラ
ー
ゲ
ン
」な
ど
は
消

化
吸
収
の
衰
え
た
方
や
食
の
細

い
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

宮
手
薬
店

　
宮
手
和
枝

動
い
て
健
康
維
持

宮
沢
賢
治
学
会 

副
代
表
理
事  

佐
藤 

竜
一

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
続
い
て
い
ま
す
が
、感
染

者
が
飛
び
ぬ
け
て
多
い
の
が
東

京
で
す
。小
池
百
合
子
都
知
事

は
海
外
か
ら
の
感
染
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、後
藤
新
平
の
対
策

か
ら
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
後
藤
新
平
は
１
８
５
７（
安

政
４
）年
、現
在
の
奥
州
市
水

沢
に
生
ま
れ
、医
師
の
道
を
歩

み
ま
す
。福
島
県
須
賀
川
医
学

校
入
学
後
、名
古
屋
市
の
愛
知

病
院
に
勤
め
、オ
ー
ス
ト
リ
ア

人
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
博
士
か
ら
西

洋
医
術
と
衛
生
学
を
学
び
ま
し

た
。優
れ
た
才
能
が
認
め
ら
れ
、

24
歳
で
愛
知
病
院
の
院
長
に
抜

擢
。
そ
の
後
、ド
イ
ツ
へ
私
費

留
学
し
て
衛
生
制
度
や
社
会
政

策
を
学
び
、帰
国
後
は
内
務
省

衛
生
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

後藤新平像（水沢公園）

ま
し
た
。

　
新
平
は
衛
生

部
門
の
責
任
者

と
し
て
、空
前
の

大
検け

ん

疫え
き

所
を
彦

島（
山
口
県
）な
ど

各
地
に
設
け
、大

規
模
な
検
疫
を
実

　
そ
し
て
、そ
の
経
験
が
生
か

さ
れ
る
機
会
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。１
８
９
５（
明
治
28
）年

３
月
、日
清
戦
争
で
勝
利
し
た

日
本
で
す
が
、23
万
人
も
の
帰

還
兵
が
船
で
上
陸
し
よ
う
と
し

て
い
た
の
で
す
。当
時
の
中
国

（
清し

ん

）で
は
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
て

い
て
、そ
の
ま
ま
上
陸
す
れ
ば

国
内
で
の
大
流
行
が
懸け

念ね
ん

さ
れ

コ
レ
ラ
蔓ま

ん

延え

ん

を
防
い
だ		

	

後ご

藤と

う

新し

ん

平ぺ

い

施
、コ
レ
ラ
の
蔓
延
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
た
。そ
の
実
績
が
評

価
さ
れ
た
新
平
は
政
治
家
に

転
身
し
、逓て

い

信し
ん

大
臣
、外
務
大

臣
な
ど
を
経
て
１
９
２
０（
大

正
９
）年
、東
京
市
長
に
就
任
。

１
９
２
３（
大
正
12
）年
９
月
１

日
、関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ

た
東
京
を
見
事
に
復
興
さ
せ
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
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盛
岡
駅
を
降
り
て
開
運
橋
を

渡
り
、大
通
を
抜
け
、さ
ら
に

中
の
橋
を
渡
っ
た
先
に
現
れ
る

の
が
、「
元
祖

　
盛
岡
城
下
町
」

と
も
言
え
る
肴
町
界
隈
。盛
岡

の
昔
と
今
を
楽
し
め
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
盛
岡
市
民
に
と
っ
て
肴
町
と

い
え
ば「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
肴
町
」

の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
連
想
す
る

と
思
い
ま
す
が
、こ
の
通
り
だ

け
が
肴
町
だ
っ
た
の
は「
旧
肴

町
」時
代
の
こ
と
で
す
。
現
在

の
範
囲
は
、旧
呉
服
町
、旧
六

日
町
、旧
十
三
日
町
、旧
馬
町
、

旧
餌
差
小
路
、旧
川
原
小
路
の

大
部
分
と
ア
ー
ケ
ー
ド
内
の

「
み
か
わ
や 

さ
か
な
館
」か
ら

南
側
で
、北
日
本
銀
行
肴
町
支

店
か
ら
北
側
は
、中
ノ
橋
通
一

丁
目
に
分
け
ら
れ
た
の
で
す
。

「
肴
町
」と
い
う
町
名
が
出

て
く
る
最
も
古
い
史
料
は
、

１
６
４
４（
寛
永
21
）年
の
南
部

藩
歴
代
家
老
席
日
誌「
雑
書
」

だ
そ
う
で
す
か
ら
、28
代
重
直

公
の
時
代
に
は
す
で
に
町
立
て

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
名
の
由
来
は
、当
初
こ
の
町

に
お
城
御
用
達
の
魚
商
人
が
い

た
た
め
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、

「
魚
町
」で
は
な
く「
肴
町
」と

し
た
と
こ
ろ
が
粋
で
す
ね
。

　
藩
政
時
代
、旧
六
日
町
、旧

呉
服
町
に
豪
商
や
旅
館
が
軒
を

連
ね
、諸
国
の
旅
人
や
武
士
が

往
来
す
る
奥
州
街
道
の
本
通
り

で
あ
る
の
に
対
し
、肴
町
は
い

わ
ば
裏
通
り
。地
元
や
近
郊
の

人
た
ち
が
気
軽
に
買
い
物
が
で

き
る
庶
民
の
町
で
し
た
。大
き

な
店
は
な
か
っ
た
も
の
の
多
様

な
店
が
並
び
、賑
わ
い
は
街
道

筋
以
上
だ
っ
た
よ
う
で
す
。さ

ら
に
29
代
重
信
公
の
時
代
、八

幡
宮
と
肴
町
を
結
ぶ
門
前
町

「
八
幡
町
」が
町
割
さ
れ
て
か

ら
は
、河
南
地
区
の
中
心
商
店

有
名
な「
河
南
大
火
」で
す
。下

の
橋
監
獄
よ
り
出
火
し
、河
南

街
と
し
て
の
位
置
づ
け

を
確
実
に
し
て
い
き
ま

し
た
。明
治
に
な
る
と
、

そ
れ
ま
で
一
般
人
は
渡

れ
な
か
っ
た
中
の
橋
が
、

内
丸
の
官
庁
街
と
肴
町

を
最
短
で
結
ぶ
コ
ー
ス

と
し
て
自
由
に
往
来
で

き
る
よ
う
に
な
り
、賑

わ
い
は
さ
ら
に
増
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
の
肴
町

に
も
試
練
の
時
が
や
っ

て
き
ま
す
。１
８
８
４

（
明
治
17
）年
に
起
き
た

案
内
役 

真
山 

重
博

も
り
お
か
い
に
し
え
散
歩 

�

地
区
を
焼
き
尽
く
し
た
こ
の
大

火
で
、家
屋
１
４
３
２
軒
、寺

社
24
ケ
寺
、土
蔵
56
棟
、学
校

４
校
が
焼
失
し
ま
し
た
。こ
の

と
き
没
落
し
た
老
舗
が
あ
っ
た

一
方
で
、焼
け
跡
か
ら
復
興
し

た
老
舗
や
近
隣
で
焼
き
出
さ
れ

新
天
地
を
求
め
て
肴
町
に
開
店

し
た
商
人
も
加
わ
り
、肴
町
は

む
し
ろ
最
新
の
商
店
街
と
し
て

勃
興
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

肴
町
界
隈（
前
編
）

的
快
挙
だ
か

ら
だ
。

　
学
術
調
査

団
に
は
考
古

学・歴
史
学・

医
学
・
人
類

学
な
ど
、広

い
分
野
の
権

　
昭
和
25
年
３
月
、中
尊
寺
金

色
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
歴
代

奥
州
藤
原
氏
の
ご
遺
体
調
査
が

行
わ
れ
た
。
戦
後
た
っ
た
５
年

後
の
出
来
事
に
思
い
を
馳
せ
る

だ
け
で
私
は
震
え
る
ほ
ど
に
興

奮
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
今
日

に
至
る
ま
で
唯
一
無
二
の
学
術

調
査
で
あ
り
、藤
原
氏
の
ミ
イ

ラ
に
科
学
の
手
が
入
っ
た
歴
史

威
が
名
を
連
ね
、そ
の
研
究
結

果
は『
中
尊
寺
と
藤
原
四
代
』

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、朝
日
新

聞
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
当
時
の
最
先
端
科
学
で
検
証

さ
れ
た
金
色
堂
須し

ゅ

弥み

壇だ
ん

内な
い

の

ミ
イ
ラ
は
、驚
く
べ
き
数
々
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
現
代
人
に
与
え

て
く
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
秀

衡
の
三
男
・
泉
三
郎
忠た

だ

衡ひ
ら

の
も

の
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
首

級
が
、実
は
四
代
泰や

す

衡ひ
ら

の
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
一
つ
の
結
果

で
あ
る
。ま
こ
と
し
や
か
に
伝

承
さ
れ
て
来
た
定
説
で
あ
っ
て

も
、科
学
的
調
査
で
修
正
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
た
の
だ
。こ
う

し
た
大
ど
ん
で
ん
返
し
も
あ
り

え
る
と
い
う
点
で
、ロ
マ
ン
あ

る
歴
史
の
科
学
的
検
証
は
、あ

る
程
度
必
要
な
の
か
も
し
れ
な

い
と
私
に
は
思
え
る
。

　
そ
の
首
が
も
と
も
と
泰
衡
で

は
な
く
、忠
衡
の
も
の
と
さ
れ

て
来
た
理
由
に
は
、平
泉
が
滅

ぼ
さ
れ
る
に
至
っ
た
不
甲
斐
な

い
嫡
男
泰
衡
が
、先
代
ら
と
同

席
で
き
る
わ
け
は
あ
る
ま
い
と

い
っ
た
先
入
観
が
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
れ
な
ら
む
し
ろ
平

泉
の
た
め
に
命
を
賭
し
た
義
経

を
支
え
た
忠
衡
こ
そ
が
金
色
堂

に
奉
ら
れ
る
べ
き
、そ
う
後
世

の
人
々
は
考
え
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

文　高橋政彦

『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み』に

記
さ
れ
る

「
あ
え
て
切
れ
な
い
刀
で
何
度

も
頭
部
を
斬
ら
れ
た
云
々
」と

い
う
泰
衡
へ
の
非
情
な
仕
打
ち

と
符
合
す
る
痕
跡
が
確
認
で

き
た
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。泰

衡
は
成
す
術
な
く
討
た
れ
て
し

ま
っ
た
駄
目
な
跡
継
ぎ
で
は
な

く
、最
後
の
最
後
ま
で
抵
抗
し

た
奥
州
の
若
き
覇
者
だ
っ
た
と

が
、私
的
に
は
意
図
的
に
首
の

主
を
変
え
て
伝
え
る
こ
と
で
、

忠
衡
が
義
経
ら
と
北
行
の
旅
に

出
た
こ
と
を
秘ひ

匿と
く

し
た
の
で
は

な
い
か
考
え
た
い
の
だ
が
。

　
首
の
正
体
が
忠
衡
で
は
な
く

泰
衡
だ
と
認
め
ら
れ
た
最
大

の
理
由
は
、鎌
倉
幕
府
の
正
史

い
う
こ
と
の
証
し
と
し
て
須
弥

壇
内
に
収
め
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。そ
の
首
桶
に
命
の
再
生
を

祈
念
す
る
古こ

代だ
い

蓮は
す

の
種
が
入
っ

て
い
た
こ
と
も
信
仰
上
重
要
な

事
実
だ
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
遺
体
調
査
で

は
、初
代
の
清き

よ

衡ひ
ら

公
か
ら
四
代

の
泰
衡
公
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の

ミ
イ
ラ
の
安
置
や
保
存
や
死
亡

奥
州
藤
原
四
代
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
伝
言
ゲ
ー
ム
の
中
で
真
実
が

湾
曲
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ま
あ
る

隠れ家的アートカフェ
くますけ工房

　
御
所
湖
沿
い
に
走
る
県
道
172

号
線
か
ら
281
号
線
に
入
り
、南

西
に
進
む
と
見
え
て
く
る「
く

ま
す
け
工
房・佐
藤
佑
美
術
館
」

と
書
か
れ
た
小
さ
な
看
板
。
矢

印
の
方
へ
進
む
と
木
々
の
間
に

出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
中
に
は
息
子
さ
ん
が
描
い
た

大
き
い
日
本
画
が
飾
ら
れ
て
お

り
、キ
ャ
ン
バ
ス
内
の
幻
想
的

な
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

「
東
京
藝
術
大
学
院
に
通
っ
て

い
た
息
子
が
、卒
業
で
引
っ
越

す
こ
と
に
な
り
絵
を
運
ば
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
大

き
い
絵
が
何
枚
も
あ
り
ど
こ
に

置
こ
う
か
悩
み
ま
し
た
が
、ち
ょ

う
ど
叔
父
か
ら
こ
の
家
を
継
ぐ

こ
と
に
な
り
、こ
こ
に
持
っ
て

く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」と
ご

隠
れ
た「
く
ま
す
け
工
房
」が
見

え
て
き
ま
す
。
扉
を
開
け
る
と

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
焙
煎
す
る
香
ば

し
い
香
り
が
広
が
り
、玄
関
先

に
あ
る
鐘
を
鳴
ら
せ
ば
ご
主
人

と
奥
様
の
少
子
さ
ん
が
笑
顔
で

トラジャ豆のコーヒーとチョコレートテリー
ヌ。くますけハチミツクッキーははちみつと
雫石産のなたね油で作られ、素朴な味わい

主
人
。
ど
の
絵
も

そ
の
時
の
閃
き
や

思
い
出
を
振
り
返

り
な
が
ら
描
か
れ

て
お
り
奥
深
く
独

創
的
。
日
本
美
術

院
主
催
の
展
覧

会
で
入
選
し
た
こ

と
も
あ
る
絵
を
仕

舞
っ
て
お
く
の
は

も
っ
た
い
な
い
と

感
じ
た
少
子
さ
ん

に
あ
る
思
い
が
込

み
上
げ
ま
す
。「
雫

石
町
で
過
ご
す
う

ち
に
食
材
の
新
鮮

さ
や
人
の
温
か
さ

を
知
っ
て
、こ
こ

で
絵
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な

喫
茶
店
を
開
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
喫
茶
店
を
開
こ
う
と
決
意
。

開
店
の
た
め
盛
岡
の
自
宅
か
ら

通
い
、リ
フ
ォ
ー
ム
を
始
め
ま

す
。「
壁
を
剥
が
し
て
漆
喰
を

塗
っ
た
り
慣
れ
な
い
力
仕
事
で

大
変
で
し
た
」と
少
子
さ
ん
。

１
年
ほ
ど
か
け
て
改
装
し
、他

の
作
品
も
楽
し
ん
で
欲
し
い
と

絵
以
外
の
作
品
も
置
き
美
術
館

の
よ
う
な
店
が
完
成
。
息
子
さ

ん
が
描
い
た
熊
の
絵
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
く
ま
す
け
工
房
が
昨

年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

くますけ工房ご夫妻と飾ら
れている日本画

開
店
す
る
と
地
元
の

人
だ
け
で
な
く
、日

本
画
や
美
術
に
興
味

を
持
っ
た
人
も
店
を

訪
れ
賑
わ
っ
て
い
る

そ
う
。

　
家
族
旅
行
で
世
界

各
地
の
料
理
や
コ
ー

ヒ
ー
を
味
わ
っ
て
き

た
ご
夫
妻
が
作
る
お

す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
、

ご
主
人
が
長
年
の
経

験
で
手
焙
煎
し
た
ト

ラ
ジ
ャ
豆
で
淹
れ
る

サ
イ
フ
ォ
ン
コ
ー

ヒ
ー
。
成
分
が
最
大

限
に
抽
出
さ
れ
る
の

で
奥
深
い
苦
味
が
特

徴
。
雫
石
の
新
鮮
な

卵
で
作
る
少
子
さ
ん

お
手
製
の
濃
厚
な

学
術
調
査

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
テ
リ
ー
ヌ
な
ど

の
ス
イ
ー
ツ
と
相
性
ぴ
っ
た
り

で
す
。「
天
気
が
良
い
日
は
縁

側
の
席
も
お
す
す
め
」と
少
子

さ
ん
。
鳥
の
囀さ

え
ず

り
を
聞
き
な
が

ら
日
本
画
の
世
界
を
覗
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

雫
石
町
西
安
庭
第
37
地
割
328

直
前
の
健
康
状
態
、死
亡
年
齢

や
死
因
、生
前
の
体
格
や
血
液

型
、
歯
の
状
態
な
ど
ま
で
、
詳

細
な
調
査
結
果
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
死
因

は
清
衡
公
と
基も

と

衡ひ
ら

公
は
脳
溢
血

の
疑
い
が
あ
り
、血
液
型
は
清

衡
公
と
秀ひ

で

衡ひ
ら

公
は
Ａ
Ｂ
型
、基

衡
公
は
Ａ
型
、泰
衡
公
は
Ｂ
型

と
わ
か
っ
た
。

　
令
和
の
現
代
、過
去
の
調
査

か
ら
72
年
が
過
ぎ
た
今
の
最
先

端
科
学
で
改
め
て
徹
底
調
査
し

た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
新
事
実
や

改
訂
情
報
と
し
て
得
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
。
平
泉
が
世
界
遺
産
登

録
さ
れ
て
11
年
だ
が
、そ
ろ
そ

ろ
第
２
回
の
奥
州
藤
原
氏
遺
体

調
査
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い

と
切
に
願
う
。
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各
種
イ
ベ
ン
ト

掲載のイベントは発行時点の情報となります。新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い変更となる場合がございますので、
最新情報は各事業所へお問合せをお願いいたします。

T
ザ
he G

グ ラ モ フ ィ ル
RAMOPHIL

～あらえびすと仲間たちが創った音楽雑誌～
6/14㊋～9/30㊎
開館９時～16時半(入館は16時まで)

Human and Animal 土に吹き込まれた命
5/28㊏～7/3㊐ 
開館9時半～18時(入館は17時半まで)

音楽好きの野村胡堂が発起人となって愛好家
の仲間たちと創刊したレコード専門の音楽雑誌

「The GRAMOPHIL」について紹介します。
会場：野村胡堂・あらえびす記念館
休館日：月曜日(祝日の場合は翌日)
入館料：一般310円、小中高生150円、団体割引有
問合せ：☎ 019-676-6896(野村胡堂・あらえびす記念館)

奈良美智ら国内外で活躍する美術家5人の、「人」
や「動物」をテーマにした現代陶芸の作品や関連
作品、約100点をご紹介します。世界各地の作家が、
土という素材の特性を生かし、表現したさまざま
な作品をお楽しみください。
会場：岩手県立美術館　企画展示室
休館日：月曜日
観覧料：一般800円(1,000円)、高校生・学生500円

(600円)、小学生・中学生300円(400円)
 ※()は当日料金
問合せ：☎019-658-1171(岩手県立美術館)

※会場へお越しの際は、公共交通機関をご利
用ください
<生きがい推進係>
■「あのなはん〜私の思いを言葉に込めて〜」
募集内容：「あのなはん〜私の思いを言葉に込め

て〜」の発表原稿募集
応募資格：市内在住の60歳以上の方
テーマ：①私の生きがい・特技②私の夢・希望③若

者に伝えたいこと④私たちの役割⑤地域
活動に参加して⑥体験から学んだこと⑦
その他自由主題の中からいずれか一つ

応募様式：原稿は2,000字以内の自作・未発表のもの
（原稿の著作権は市に帰属し、返却しない）

応募方法：作品に題名と住所、名前、生年月日、職
業、電話番号を記入し、〒020-8530 市
役所長寿社会課へ郵送または持参。

申込期間：6月21日㊋〜9月12日㊊必着
発表会場：盛岡市民文化ホール　大ホール
 ※発表者は、発表原稿募集に応募し選

出された方とする。
発表日時：11月15日㊋　13時半〜15時半
問合先：市役所長寿社会課生きがい推進係　☎ 603-8003
■健康づくり！マッサージ等指導教室
内  容：マッサージ師から軽体操とツボ押し指導

を受けられます。当日は検温とマスクの
着用をお願いします。

参加費：無料（要事前申し込み）
対   象：おおむね60歳以上の盛岡市民
開催日程：①松園老人福祉センター（西松園二）
 　6月9日㊍13時半〜15時半 定員20人

②青山地区活動センター（青山三）

盛
岡
市
保
健
福
祉
部
長
寿
社
会
課
の
イ
ベ
ン
ト

川口成彦 フォルテピアノ・リサイタル
7/19㊋ 19時開演(18時15分開場)

盛岡市出身、横浜市育ちのピアニスト。
今回は、ベートーヴェン時代の2台の楽器、
ブロードウッド（1800年頃）とワルター（1795
年頃）で、ベートーヴェンとその時代に思い
を馳せます。
会場：盛岡市民文化ホール　小ホール　
入場料：全席指定 S席4,000円(4,500円)、A席3,000円

(3,500円)、U-25チケット(25歳以下対象/S・A
席選択可)1,500円(2,000円)※( )は当日料金

問合せ：☎ 019-621-5100(盛岡市民文化ホール)

 　6月15日㊌13時半〜15時半 定員15人
③津志田老人福祉センター（津志田西二）

 　6月20日㊊10時〜12時  定員30人
④加賀野老人福祉センター（加賀野四）

 　6月21日㊋13時半〜15時半 定員30人
⑤太田老人福祉センター（上太田細工）

 　6月24日㊎10時〜12時 定員20人
申込先：市役所長寿社会課生きがい推進係
  ☎ 603-8003

★ペア３組様にチケットプレゼント！

者
の
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が
な

い
方
の〝
味
見
〟に
も
ピ
ッ
タ

リ
の
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る

「
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
の
咲

く
夏
」は
、
山
間
の
田
舎
町
で

認
知
症
の
母
の
介
護
を
し
て
い

　
作
家
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
13
年
、

「
佐
方
貞
人
」「
孤
狼
の
血
」な

ど
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
、「
盤
上

の
向
日
葵
」「
慈
雨
」と
い
っ
た

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ま
で
、数
々
の

る
三
津
子
が
、
日
常
の

な
か
で
歪
ん
だ
楽
し
み

を
見
つ
け
て
し
ま
う
お

話
。
子
ど
も
の
頃
の
三

津
子
は
好
奇
心
旺
盛
で

誤
飲
や
怪
我
な
ど
手
の

作
品
を
手
掛
け
て

き
た
岩
手
出
身
の

作
家
、
柚
月
裕
子
さ

ん
。
今
回
、
11
作
品

か
ら
な
る
初
の
オ

ム
ニ
バ
ス
短
編
集

「
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ

ガ
オ
の
咲
く
夏
」が

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

人
の
願
望
を
描
い

た「
毒
」
の
あ
る
話

や
、「
お
そ
松
く
ん
」

の
ア
レ
ン
ジ
作
品
、

「
佐
方
貞
人
」シ
リ
ー

ズ
ス
ピ
ン
オ
フ
な
ど

珠
玉
の
短
編
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。

　
柚
月
フ
ァ
ン
は
も

ち
ろ
ん
、
今
ま
で
著

か
か
る
子
ど
も
で
し
た
が
、母

か
ら
は
溺
愛
さ
れ
大
切
に
育
て

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

あ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
三
津

子
の
怪
我
は
ぱ
っ
た
り
と
な
く

著：柚月 裕子/ＫＡＤＯKＡＷＡ
刊 1,760円(税込)

感情がうごめく11の話感情がうごめく11の話
な
り
ま
す
…
。

「
美
し
い
花
に
は

毒
が
あ
る
」一
見
、

幸
せ
そ
う
な
日
常

の
な
か
に
隠
れ

た
、
人
間
の
欲
求

や
本
性
が
垣
間
見

え
ま
す
。
読
み
進

め
る
ほ
ど
に
見
え

て
く
る
仄ほ

の

暗ぐ
ら

い
人

間
性
。
そ
し
て
予

想
を
上
回
る
ゾ
ッ

と
す
る
展
開
に
惹

き
込
ま
れ
て
い
き

ま
す
。

　
短
編
な
の
で
、

各
章
15
分
程
度
で

読
み
切
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
９

～
10
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
話
の
な
か

に
、柚
月
裕
子
さ
ん
の
表
現
の

魅
力
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
1

冊
で
す
。

　
こ
の
本
を
き
っ
か
け
に
長
篇

シ
リ
ー
ズ
も
読
み
始
め
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

シニアズ ブックカフェ 東山堂 川徳店 杉本貴宏

　
ま
も
な
く
梅
雨
に
入
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、血
流
や
リ
ン
パ

還
流
の
滞
り
が
起
こ
り
や
す
く

不
調
を
感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、日
々
の
生
活
で
同
じ
動

作
や
姿
勢
を
繰
り
返
す
と
筋
肉

は
硬
く
な
り
、血
行
不
良
に
な

り
コ
リ
ハ
リ
や
痛
み
を
感
じ
て

し
ま
い
ま
す
。今
回
は
首
を
整

え
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の

方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

︻
や
り
方
︼

〈
首
の
リ
セ
ッ
ト
〉

①
指
の
腹
で
首
の
後
ろ
に
あ
る

ボ
コ
ボ
コ
と
し
た
と
こ
ろ（
棘

突
起
）を
両
手
で
押
さ
え
ま
す
。

②
そ
の
状
態
で
頷
く
動
き
と
横

に
小
さ
く
首
を
振
る
動
き
を
繰

り
返
し
ま
す
。

〈
ポ
イ
ン
ト
〉

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
い
、一

番
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
角
度
を
見

つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
ネ
ッ
ク
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
〉

①
首
の
後
ろ
の
ボ
コ
ボ
コ
し
て

い
る
骨
を
片
手
で
押
さ
え
ま
す
。

②
逆
の
手
を
顎
に
当
て
ま
す
。

③
息
を
吐
き
な
が
ら
、顎
を
上

げ
ま
す
。②
の
手
で
顎
を
押
し

上
げ
ま
し
ょ
う
。

④
首
の
後
ろ
の
筋
肉
を
使
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

〈
ポ
イ
ン
ト
〉

　
首
を
押
え
て
い
る
手
で
筋
肉

が
縮
む
の
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

首
肩
周
り
の
不
調
を
感
じ
た
ら

20
回
ほ
ど
繰
り
返
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

※
日
本
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
協
会

の
メ
ソ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

健
康
笑
顔
を
作
る
【
ゆ
る
の
び
体
操
】

体
の
お
悩
み
募
集
中

体
の
お
悩
み
募
集
中

リ
ク
エ
ス
ト
に
お
答
え
し
ま
す

リ
ク
エ
ス
ト
に
お
答
え
し
ま
す

日本コンディショニング協会日本コンディショニング協会
認定インストラクター認定インストラクター
 中田ゆきえ先生中田ゆきえ先生

❶❶ ❸❸

首のリセット首のリセット ネックエクステンションネックエクステンション

ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
、

　

首
周
り
の
お
悩
み
に

読者プレゼント
くますけ工房様より

「知ってる？シニアの穴場スポット」で紹
介したくますけ工房様より人気のコーヒー
とくますけクッキー小⃝をセットの100円引
きチケットを10名様にプレゼント。

コーヒーとくますけクッキー小⃝
セット100円引きチケット

イベントチケット・読者プレゼントの
応募方法

▶郵便はがきにあなたの郵便番号、住所、氏
名、年齢、電話番号、希望の商品、どこでシ
ニアズを見たか、面白かった記事・広告をご
記入の上、ご郵送ください。応募締切は6月
20日当日消印有効です。当選は商品の発送
をもって発表にかえさせていただきます。
▶宛先 〒020-0026 
盛岡市開運橋通3番41号 ダビンチビル
㈱ウインドクロス内  シニアズ編集部 
読者プレゼント係まで

岩手山(三段弁当)
仕出し 美藤様より

2020年4月発売から地域の皆さまに3万食をご2020年4月発売から地域の皆さまに3万食をご
利用いただきました、岩手山(三段弁当)2,160利用いただきました、岩手山(三段弁当)2,160
円相当を2個セットで3組様にプレゼント。円相当を2個セットで3組様にプレゼント。
※引換券を送付します。美藤様へ電話連絡の※引換券を送付します。美藤様へ電話連絡の
上、ご来店してお品物をお受け取りください。上、ご来店してお品物をお受け取りください。
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生
産
頭
数
150
頭

「
馬
事
文
化
賞
」
受
賞

チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
を

絶
や
し
た
く
な
い

趣
味
と
健
康
の
た
め
に

農
用
馬
を
育
て
る

　
馬
を
飼
っ
て
い
る
人
に
話
を

聞
い
た
り
、熱
心
に
馬
の
生
態

や
世
話
の
や
り
方
を
学
ん
で

い
っ
た
大
坪
さ
ん
。「
馬
の
出

産
は
命
が
け
で
、特
に
注
意
し

て
い
ま
す
。
目
を
離
し
た
一
瞬

の
隙
に
母
馬
と
子
馬
の
命
が
危

険
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
」と
命
が
け
の

出
産
を
支
え
る
た
め
厩
舎
に

寝
泊
ま
り
し
、１
～
２
時
間
お

き
に
馬
の
様
子
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
大
坪
さ
ん
の
甲
斐
甲
斐

し
い
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
40

年
以
上
、母
馬
と
子
馬
と
も
に

無
事
に
出
産
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、こ
れ
ま
で
の
生
産
頭
数

は
155
頭
。
農
用
馬
の
生
産
頭
数

が
150
頭
に
到
達
し
た
の
は
、岩

手
県
で
は
大
坪
さ
ん
た
だ
一
人

で
、そ
の
実
績
が
高
く
評
価
さ

れ
、「
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ARDS

」
で「
馬
事
文
化

賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。「
真

面
目
に
頑
張
っ
て
き
た
甲
斐
が

あ
る
ね
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し

ま
す
。
現
在
、母
馬
６
頭
と
昨

年
生
ま
れ
た
子
馬
４
頭
を
飼
育

し
て
お
り
、毎
年
３
月
か
ら
６

月
中
旬
ま
で
が
出
産
シ
ー
ズ
ン
。

「
今
夜
か
明
日
に
は
、も
う
１
頭

生
ま
れ
ま
す
よ
」と
、愛
馬
を

優
し
く
な
で
る
大
坪
さ
ん
、愛

情
の
深
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
農
用
馬
の
寿
命
は
25
年
ほ
ど
。

子
馬
を
産
め
る
期
間
が
過
ぎ
る

と
食
肉
用
に
売
却
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
そ
う
。「
う
ち
は
最
後

ま
で
こ
こ
で
面
倒
を
見
ま
す
」

と
そ
の
命
が
尽
き
る
ま
で
変
わ

ら
ぬ
愛
情
を
注
ぎ
続
け
ま
す
。

　
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
と
鈴
の
音
を

響
か
せ
、鬼
越
蒼
前
神
社
か
ら

盛
岡
八
幡
宮
ま
で
の
約
14
㎞ 

を
練
り
歩
く
、初
夏
の
風
物
詩

「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
」。
滝
沢

市
で
農
用
馬
を
飼
育
す
る
大
坪

昇
さ
ん
は
、３
年
ぶ
り
の
開
催

を
目
前
に
慌
た
だ
し
い
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
昔
は
ど
こ
の
家
に
も
農
用

馬
が
１
、２
頭
い
た
も
の
で
す
」

と
大
坪
さ
ん
。
兼
業
農
家
の
四

男
に
生
ま
れ
、馬
と
触
れ
合
い

な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。板
金
業
、

ホ
テ
ル
業
な
ど
事
業
経
営
を
す

る
な
か
で
、自
分
の
時
間
を「
趣

味
と
健
康
の
た
め
に
」使
い
た

い
と
、40
年
以
上
前
に
馬
を
飼

い
始
め
ま
し
た
。

「
競
走
馬
は
気
性
が
荒
い
け
ど
、

農
用
馬
は
大
人
し
く
て
育
て
や

す
い
ね
」と
最
初
に
飼
っ
た
の

は
、小
さ
い
頃
か
ら
慣
れ
親
し

ん
だ
農
用
馬
。「
１
日
３
回
餌

を
あ
げ
た
り
、運
動
の
た
め
外

チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
と
響
け

チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
と
響
け

農
用
馬
生
産
者

農
用
馬
生
産
者

大
坪
大
坪 

昇昇
さ
ん
さ
ん （（
8484
））

に
出
し
て
歩
か
せ
た
り
し
な
い

と
い
け
な
い
の
で
朝
６
時
か
ら

夕
方
６
時
半
ま
で
一
日
中
世
話

を
し
て
い
ま
す
」と
言
葉
は
通

じ
な
く
て
も
、毎
日
同
じ
時
間

に
給
餌
や
手
入
れ
を
す
る
こ
と

で
、馬
へ
の
愛
情
は
伝
わ
る
と

言
い
ま
す
。

　
農
用
馬
を
飼
育
す
る
農
家

は
、
滝
沢
市
内
で
約
10
軒
。

年
々
、
数
が
減
少
し
、
最
盛

期
に
は
約
100
頭
が
参
加
し
た

「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
」も
、今

年
は
50
頭
以
下
に
な
る
見
込
み

で
す
。「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ

は
、他
で
は
見
ら
れ
な
い
岩
手

に
と
っ
て
大
事
な
お
祭
り
で
す
」

と
大
坪
さ
ん
。
他
県
か
ら
馬
を

借
り
て
参
加
す
る
方
も
多
い
な

か
、自
分
の
育
て
た
馬
と
自
前

の
装
束
で
祭
り
に
臨
む
大
坪
さ

ん
は
馬
や
装
束
の
手
入
れ
な
ど
、

祭
り
の
５
日
前
か
ら
本
格
的

な
準
備
を
始
め
ま
す
。
シ
ャ
ン

プ
ー
だ
け
で
も
、１
頭
で
約
２

時
間
か
か
り
、加
え
て
、爪
切

り
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
、重

労
働
ば
か
り
。「
手
間
も
か
か

る
し
大
変
だ
け
ど
、馬
が
い
な

け
れ
ば
お
祭
り
は
で
き
な
い
か

ら
ね
」。馬
の
背
に
乗
り
、喜
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
と
、

疲
れ
も
吹
き
飛
ぶ
と
い
い
ま
す
。

200
年
以
上
続
く
伝
統
を
守
る
た

め
、「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
保

存
会
」が
中
心
と
な
り
、馬
の

飼
養
頭
数
を
増
や
す
活
動
も
動

1937年生まれ、滝沢市出身。25歳で起業し、板金業、ホ
テル業の経営を経て、現在は農用馬の生産に専念。ス
ポーツから民謡まで、何にでも熱中する性格。岩手県民
大会の棒高跳び競技で、2年連続優勝の経験をもつ

き
出
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
開
催
予
定

の「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ

馬
コ
」。「
２
年
遅
れ

で
、よ
う
や
く
40
回
だ
ね
」と

参
加
回
数
40
回
の
節
目
を
迎

え
、４
頭
の
愛
馬
と
共
に
臨
み

ま
す
。
一
年
に
一
度
の
晴
れ
舞

台
、休
む
こ
と
な
く
世
話
を
続

け
る
飼
い
主
と
祭
り
を
支
え
る

関
係
者
、そ
し
て
約
80
㎏ も
の

装
束
を
纏
い
炎
天
下
を
歩
く
馬

た
ち
。
３
年
ぶ
り
と
な
る
今
年

の「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
」は
、

特
別
な
思
い
が
こ
み
上
げ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
次

は
94
歳
で
50
回
参
加
を
目
指
し

た
い
」と
大
坪
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
愛
馬
と
共
に
チ
ャ
グ
チ
ャ

グ
の
音
を
響
か
せ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

　
最
近
、シ
ン
プ
ル
な
道
具
で

楽
し
む
焚
き
火
が
シ
ニ
ア
た
ち

の
間
で
、静
か
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。近
場
の
キ
ャ
ン
プ
場
だ

け
で
な
く
庭
な
ど
手
軽
に
で
き

る
場
所
で
、時
間
を
忘
れ
て
ゆ
っ

く
り
と
炎
を
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。県
内
の
ア
ウ
ト
ド
ア

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
は
、コ
ン
パ

ク
ト
な
メ
ッ
シ
ュ
の
焚
き

火
台
が
売
れ
て
お
り
、ソ

ロ
焚
き
火
を
す
る
人
も
。

県
内
各
地
で
キ
ャ
ン
プ
を

楽
し
む
盛
岡
市
の
会
社

員
、戸
田
和
宏
さ
ん（
46
）

は
、「
自
然
の
な
か
で
過

ご
す
こ
と
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
が
で
き
ま
す
。な
か

で
も
、焚
き
火
が
一
番
楽

し
い
。時
間
や
ネ
ッ
ト
か
ら
開

放
さ
れ
、ゆ
ら
ゆ
ら
と
燃
え
る

火
を
眺
め
て
い
る
と
心
が
癒
さ

れ
ま
す
」
と
焚
き
火
時
間
を
楽

シンプルな焚き火

し
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。読
書
愛
好
家
の

高
村
宏
昭
さ
ん（
67
）

は
、庭
で
夜
の
焚
き

火
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
。

「
暗
闇
で
一
人
、炎

に
向
き
合
う
の
が
い

い
。
飲
み
な
が
ら
で

も
良
し
、食
べ
な
が

ら
で
も
良
し
。
昼
で

は
味
わ
え
な
い
心
落

ち
着
く
静
か
な
一
人

の
時
が
訪
れ
ま
す
」

と
ソ
ロ
で
堪
能
。ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
会
長
の

山
井
太
さ
ん（
62
）は

「
焚
き
火
は
、文
化
。

   シンプルな焚き火はいかが   シンプルな焚き火はいかが人
生
に
野
あ
そ
び
を
」
と
昨
年
、

あ
る
会
合
で
そ
う
話
し
て
い
ま

し
た
。シ
ン
プ
ル
な
焚
き
火
い

か
が
で
す
か
。

盛
岡
生
活
文
化
研
究
室

　
　
　
　
　
大
森
ふ
じ
お


